
「
鈴
鹿
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
！

例
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2
月
に
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
お
り
ま
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
今

年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
催
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ザ
ー
の

中
止
に
伴
い
ま
し
て
、

バ
ザ
ー
品
の
回
収
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の

ラ
イ
ン
に
て
、
鈴
鹿
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
災
害
時
の
情
報
な
ど
を
発
信

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
「
お
友
だ
ち

追
加
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
友
だ
ち
追
加
方
法
★

①
メ
ニ
ュ
ー
の
「
友
だ
ち
追
加
」
で

「
Q
R
コ
ー
ド
」
選
択
し
て
、
Q
R

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ま
す
。

②
メ
ニ
ュ
ー
の
「
友
だ
ち
追
加
」
で

「
I
D
検
索
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
「
＠
０
６
６
v
r
l
h
h
」
と

入
力
、
検
索
し
ま
す
。

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
～

チャリティバザー開催中止のお知らせ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
新
し
い
生
活
様
式
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
「
人
と
の
距
離
の
確
保
」

「
マ
ス
ク
着
用
」
「
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
」
は
、

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

換
気
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
、
サ
ロ
ン
開

催
の
際
は
、
定
期
的
に
換
気
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

こ
の
度
、
鈴
鹿
市
社
協
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
鈴
鹿
自
助
具
倶
楽
部
ダ
ブ
ル

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
さ
ん
か

ら
、
足
踏
式
手
指
消
毒
器
と

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
製
作
し

て
頂
き
、
ご
寄
付
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
社
協
に
ご
来
館
の

際
は
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

行事用保険について

【足踏式消毒器と製作時の様子】
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です！

個
人
や
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
中
の
事
故
、
サ
ロ

ン
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
時
の

事
故
の
際
、
保
険
を
利
用

で
き
ま
す
。

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

鈴
鹿
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鈴
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

が
取
り
扱
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
行
事
保
険
」
の
取
り
ま
と

め
や
各
種
手
続
き
の
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
活
動
中
に
転
倒
し
た
」

「
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
に
備
品

を
壊
し
て
し
ま
っ
た
」
等
、



おひとりで暮らす高齢者のちょっとした困りごと（ゴミ捨て・庭木の

伐採・電球交換など）をサポートするために、11月16日より、国府地区

で住民参加型在宅福祉サービス「幸ネット」が始まりました。

早速、「庭木の伐採をお願いしたい」という依頼が入り、支援会員3名

で作業を行いました。依頼された利用者さんからは「地域でこのような

サービスが出来て助かります。お正月前にすっきりできて良かったで

す」とのお声をいただきました。

「幸ネット」は、まず西住吉自治会をモデルとしてスタートし、今後

国府地区全体へ広がる予定です。支援の輪がますます広がることを期待

しながら、運営のサポートをしていきたいと思います！

合川地区まちづくり協議会 眞弓会長を中心に地域の中核を担う自治

会長さんと共に「支え合い活動」立ち上げに向け検討していくための研

究会が発足しました。

10月から毎月定例会を開催され、先進地の事例を元に合川地区の課題

である交通が不便であったり、高齢化率が高く支援の担い手が少ないの

ではないかなど地域性に沿った熱い議論が続いております。

みなさんの熱意が合川地区の地域福祉の充実に向けていただいている

ことに対し、私も合川地区の「支え合い活動」設立に向けて、少しでも

期待に添えるよう尽力いたしたいと思います。

もともと体重が１００キロ以上あった私は、減量してからようやく健康診断の結果を注視できるようにな

りました。ここ数年、心電図・血液検査・尿検査の数値が悪く、総合判定Ｂ、Ｃを低迷しておりましたが、

ようやく今年Ａが取れました。（適量のお酒の効果かもしれません）（南部エリア：加藤）

お問合せは

こちらまで！

社会福祉法人 鈴鹿市社会福祉協議会 地域福祉課

〒513-0801 鈴鹿市神戸地子町383-1

TEL：059-382-5971／FAX：059-382-7330

【庭木の剪定の様子】

国府地区生活支援幸ネットがスタートしました！

（西住吉自治会）

「冬」が来て、寒くなったので、ホットカーペットの上から動けない毎日です…。最近は電子カイロなど、便

利な家電やグッズが多いですね！また、皆さんのおススメ冬グッズを教えてください！（北部エリア：坂）

コロナ禍が続きなかなか県外に行くことが難しいですね。私の実家も関西なので、もう１年近く帰って

いない状況です。子ども（孫）の顔も見せてあげたいなーということで、近々タブレット端末でもプレ

ゼントしようかなとか思っています♪（中部エリア：堀）

【合川地区センでの勉強会の様子】

合川地区「支え合い活動」設立に向けて

～コーディネーターのつぶやき～

～各地区の活動についてご紹介～

今回は中部エリア（国府地区）と南部エリア（合川地区）です♪

みなさん、こんにちは！11月より地域福祉グループに配属になりました佐藤と申します。これから、た

くさんの地域におじゃまして様々な福祉活動にふれたり、みなさんの元気な笑顔を拝見できるのを楽し

みにしています。よろしくお願いいたします。（市全域担当：佐藤）

もうすぐクリスマス。子どもたちは、誕生日も12月と1月生まれなのでお財布にダブルパンチです。。しかし、

上の子にサンタさんへのお願いを聞いたら、「ポケモンのえんぴつキャップ」と安上がりな答えが返ってきて

拍子抜けでした。サンタさんからもう一つサプライズをしてあげようと思います♪（西部エリア：菅井）


